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すなわち 3時間若 しくは 18時間､4℃で保存した肺を同系ラット-移植､移植
肺を酸素化能および組織所見により評価 した｡長時間虚血により移植肺機能は低
下し､EGRlとその標的遺伝子と移植肺機能の関連が示唆され､EGRlとその標
的遺伝子はIRI重症化に関わっていることを認めた価値ある業績であると認める｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
